
発刊にあたって

久松山は、鳥取市中心市街地の中核に位置し、現在でも市民の心のよりどころとして親し
まれています。史跡鳥取城跡はそのほぼ全山を範囲とする広大な史跡であり、江戸時代に築
かれた鳥取城だけでなく、戦国時代までに築かれた数多くの中世城郭の遺構が残されてい
ます。
歴史上有名な羽柴秀吉と吉川経家の鳥取城攻防戦に見られるように、中世の鳥取城は堅
固な要害として知られています。江戸時代には池田長吉・池田光政、そして因幡・伯耆３２
万石を収めた鳥取池田家代々の藩主によって、久松山の地形と一体となった近世城郭とし
て整備されました。鳥取市中心市街地はこの鳥取城を中心に形作られた城下町を基礎とし
ており、現在でもその町割などが色濃く残されています。
このように、鳥取城跡は日本の歴史上重要な場所であるばかりでなく、鳥取市の歴史と発
展の原点として欠くことのできないものです。この鳥取城跡を整備し、後世に引き継ぐこと
は、私たち市民の責務であるともいえます。
この鳥取城跡を将来にわたって保存・整備・活用してゆくため、このたび「史跡鳥取城跡
附太閤ヶ平保存整備基本計画」を策定しました。
本基本計画が、鳥取市の宝として永久に受け継がれる史跡としての鳥取城跡の保存整備を

将来にわたって一歩一歩着実に進めていく一助となれば幸いです。

平成１８年３月３１日

鳥取市長 竹内 功
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例言
1． 本書は「史跡鳥取城跡附太閤ヶ平保存整備基本計画」

についての報告書である。

2． 本計画の策定は平成１６年度から平成１７年度の

二ヶ年に行い、市単独事業として実施した。

3． 本計画の策定に当たっては､「史跡鳥取城跡附太閤

ヶ平保存整備基本計画検討委員会」を設置し、計画

案を取りまとめて報告を受けた。また、文化庁記念

物課及び鳥取県教育委員会文化課の指導を受け、公

園街路課・都市計画課・観光コンベンション推進

課・まちむら活性化推進チーム・林務水産課等、庁

内関係部局と適宜協議した。

4． 本書の編集は、鳥取市教育委員会文化財課で行った。



はじめに（基本理念） 
 

 

史跡「鳥取城跡附太閤ヶ平」は、緑豊かな久松山に位置する、鳥取市街地の景観的・歴史的ラ

ンドマークであり、鳥取市民の心のよりどころである。 

 

久松山には戦国時代までに築かれた中世城郭群と江戸時代に藩主の居城となった近世城郭が重

層的に築かれ、ひとつの史跡で城郭変遷の歴史を示している。 

中世城郭群には、太閤ヶ平をはじめとする、豊臣秀吉と吉川経家の鳥取城攻防の状況を示す遺

構も含まれている。 

 

近世城郭としての鳥取城は、関ヶ原の合戦後に池田長吉によって整備され、池田光政を経て藩

主・鳥取池田家によって継承された。鳥取城を中核に造営された城下町は、地域の文化的・経済

的中心地として繁栄し、現在の中心市街地の礎となった。 

 

鳥取城は明治時代に入り、城郭としての機能を失ったが、それ以後も中心市街地のランドマー

クとして、また都市に隣接する豊かな自然として、市民に親しまれてきた。 

 

鳥取市は、昭和32年の史跡指定以来、鳥取城跡の保存管理に努めてきたが、近年の都市環境・

自然環境の変化により、鳥取城跡が果たしてきた役割は、ややもすれば見失われがちとなってい

る。 

 

今後、「まちの宝」である鳥取城の存在を守り、その特質を活かしてゆくためには、長期的な

視点にたった保存整備計画の立案が不可欠である。 

 

市民の心の拠り所、憩いの場である鳥取城跡の価値を広く永く伝えるとともに、市民の歴史や

景観に対する意識を呼び覚ます基点となる整備を進めるため、本基本計画を策定する。 
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